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Carzinophilinは 吉 田肉腫,エ 一ル リッヒ癌腹水肝癌

等の浮游腫瘍細胞に対し,著 明な抗腫瘍性を有 し,之 等

を移植した動物に延命効果が見られる1)2)｡然しCarzino-

philinを 健康動物に大量与えると,そ れ 自体の毒性によ

り白色球減少,肝 機能滅退等の副作用が見られる｡即 ち

生体内で増殖の比較的盛んな臓器細胞がおかされ易い傾

向がある。そこで生殖細胞に対 しては如何なる影響を与

えるかを明らかにするために本実験を行つた。

実 験 方 法

実験にはDDN系 のマウスを用いた｡飼 料は実験動物

中央研究所製の固型飼料CAIを 与 え,同 時に水及び少

量の野菜を与えた3)"離 乳後間もなくから雌雄iを分けて

飼い,毎 日体重を計 り,発 育状況を観察して全身状態を

考慮 し乍 ら,結 晶Carzinephilinを 雄及び雌の腹腔内に

1,000u/kg宛 連 日投与した｡投 与により多くは一時体

重の増加が見られなくなるが,中 止すると再び増加しは

じめる｡そ こで大体6週 の中頃か ら7週 のはじめに雄,

雌各1匹 宛交配 した｡交 配後2週 間以後に雌の体重が急

激に増加し,妊 娠確実となると雄を分離 した｡出 産日,

出産仔数を確認 し,8匹 以上の場合は8匹 までとし,生

後3週 間で離乳し,そ の体重を測定 した｡

実 験 成 績

LCarzinophilin6,000u/kg投 与時の生殖細 胞に

及ぼす影響

雌 雄 各10匹 のvウ スに5週 目の中頃から,1日 量

1,000u/kgのCarzinephilinを6日 間,合 計6,000u/

kgを 腹 腔内に注射した｡第1図 に示 したように,そ の

体重曲線は,無 処置マゥス20匹 を対照とし之 と比較す

ると・特に雄ではCarzinophilin投 与により一時体重の

減少が著 しく,投 与を打切 ると再び対照 と平行 して増加

が見られた｡雌 では雄程著明ではないが投与により増加

が止り,中 止すると再び増加する｡そ こで梢回復をまつ

て7週 目の中頃に雌雄1匹 づっ交配を行い,之 を3群 に

分けて観 察 した｡即 ち,第1群 は雌雄共無処置の対 照

群・第2群 はCarzinophilin投 与雄 と正常雌iの交配,第

3群 はCarzinophilin投 与雌iと正常雄の交配とした(第

1表)｡

第1図

体

重

ε

2530354045

生 後 日 数

体

皇

9
vt

2530354045'

生 後 日 数

第1表Carzinophilin6,000u/kg投 与 時 の 交 配成 績

鮮 誓数騨 瀦 篤 隅揉量ロ 　
第1群gi8185723,19.5

第2群10441322.39.0

第3群109163422・58・3

妊娠率 出産率 平 均 出 産 仔 数

B/AC/AD/ClD/BiD/A
E第1群0

.8880.8887.17.16.3

第2群0.4000.4003.33,31.3

第3群O.9000.6005,73.83.4

第1表 に示す如く,雄 投与群は著 しく妊娠率が低下し

ている｡之 に対 し雌i投与群では体重曲線から見て経過中

に流産したと思われるものが3例 あり,出 産率は低下 し

ているが妊娠率は対照 と差が認められない｡平 均出産 日

数及び離乳時の平均体重は3群 の閥に殆 ど差が認め られ

ないが・平均出産仔数は雄i投与群は非常に減少し,雌i投
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与群もやや減少 している｡

II.実 験1の 不妊の雌 と正常雄の交配

次に対照として,上 記の実験で妊娠 しなかつた雌 と,

受 精能力のある無処置の雄を,改 めて交配を行つた(第

2表)｡

第2表 対 照
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第2表 に示す如く,第2群 の雌全部か ら仔が産れた｡こ

れは第1の 実験で2群 の出産率が低かつたのはCarzino-

philinを 投 与した雄に原因があつたもので,雌 の欠陥に

よるものでないことを示している｡

m.Carzinophilin10,000u/kg投 与時の生殖細胞

に及ぼす影響

1日 量1,000u/kgのCarzinophilinを10日 間連続

投与し,総 計10,000u/kg与 えると,雄 でも雌でも,半

数以上は死に到る｡そ こで生き残つたものにつき同様に

交配実験を試みた(第3表)｡
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第3表 に示すように雄が60%,雌 が70%死 亡 した｡

この場合死亡までの平均日数は,注 射終了の翌 日より数

え,雄 が2.3日,雌 が10,7日 と両性の間に明らかな差

異が認め られた｡然 し生き残 りについては実験例数は少

ないが,実 験1と ほぼ等 しく,雄 に与えたものにのみi著

明な妊娠率の低下が認め られた｡

IV.ナ イ トロミンとの併用

Nitromin5mg/kg及 びCarzinophilin1,000u/kg

を同時に腹腔内に投与 し,隔 日に3日 間続けると,第2

図 の体重曲線に示すように,大 体Carzinophilin単 独で

6,000u/kg投 与 と同じ様な傾 向が認められた｡そ こで

之を無処置群,雄 投与群,雌 投与群の3群 に分け・1匹

つつ交配を行つた(第4表)｡

この場合雄投与群 も雌投 与群 も対 照より妊娠 率が大

で,薬 剤投与の影響は全然認められなかつた｡

V.組 織学的所見

A畢 丸 組 織

第5表 肇 丸 組 織像(Carzinophilin6,000u/kg投 与)
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第5表 に示す如く,投 与群では対照に比し精祖細胞よ

り精子に至る精細胞系に於て,一 般に梢分裂が抑制せら

れ,細 胞数も減少の傾向を示す｡精 母細胞,精 娘細胞で

は所により大小不同,細 胞萎縮等が見られる｡又 投与群

では精細胞層が絹薄く,従つて間細胞が広くなつている｡

脚細胞に変化は認められないが全般に硝霧粗となり,間

質に於ては充血傾向が軽度に見られる｡

以上の諸変化は比較的軽度ではあるが,幾 分精細胞の

分裂を抑制している｡

B卵 巣 組 織
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卵巣では卵胞,卵 丘,卵,胚 胞等に両群の間に殆んど

差異が認められないが,投 与群では粒子層の細胞が梢萎

縮し,間 質が軽度に充血を示し,髄 質は中等度の充血が

認められる｡

考 察

以上の如く.大 量のCarzinophilinを マ ウスに与える

と,雄 に著明な避妊効果が現われ,雌 には殆ど影響が見

られない｡こ れを第1回 の体重曲線から見ると,雄 の方

が体重の減少が著明で,雌 の方は体重の減少にそれ程大

きい影響を受けていないぐそこで雄投与群に妊娠率の低

いことは体重の減少と平均 している様に見えるが,雄 に

っいて個々の例を検討 してみると必ずしもそうでなく,

体重減少の相当著 しいものか らも妊娠が見られ,又 逆に

殆 ど体重は減少しないに拘 らず不妊の例が見られる｡第

3図 は妊娠 した組の雄 と,不 娠の組の雄のそれぞれの体

重の平均値を示す｡こ の図に見られる様に両群の体重の

減少傾向には全然差異が認められない｡そ こでCarzino・

philin投 与時に見られる不妊は,体 重曲線の示す様な全

身的な何等かの機能低下に基 く2次 的なものでな く,精

細胞自体に及ぼす直接の影響と考えられる｡こ のことは

第3図
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組織学的所見からも明らかで,卵 巣には殆 ど変化が認め

られないが,睾 丸の変化は梢強く,而 も之は精細胞自体

を破壊するものではなく,分 裂抑制に働 くものであるこ

とが認められた｡雄 の生殖細胞は増殖機能の盛んな臓器

の一つで,此 処を侵襲するのは一般の抗悪性腫瘍物質と

同じ様に考えることが出来る｡

生れた子供の間には何等特殊な晴型は認められず,又

F1代 をそれぞれ1群 の」雌雄,2群 の雌雄,3群 の雌雄同

志交配 したが,3群 の間の妊娠率,出 産率に差異は認め

られなかつた｡

Nitrominと の併用によつては妊娠率に全然影響が認

められなかつたが,体 重増加に対しては同じ様な効果の

ある量でも,之 が果して抗腫瘍性もCarzinophilin単 独

と同様に有効であるかどうか,更 に検討を要する問題で

あるn

総 括

1)大 量のCrrzinophilinを マ ウスに与えると,雄 に

与えた場合特に著明な避妊効果が見られる｡

2)組 織学的には精細胞の分裂抑制の傾向が見られる｡
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